特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　　週刊ニュース　　１０年１０月２１日　326号

19日会誌29号400冊・25人の協力で完成　150冊即時発送
事務局の皆さん経費節減のため70冊を分担して手配り　
翌日の事務局会議での次のような報告や感想が出されました。　
●印刷や製本作業まで時間的な余裕があって、校正修正作業だけでなく発送準備にも余裕を持って進められた。●新しい会員さんが大変熱心に校正作業をしていただいた。●荒い原稿をしっかり目を通していただけた。●これまでに無く大勢の方が製本作業に係わっていただいた。●製本作業にもなれて能率よく進んだ。●感想文や特集への寄稿が弱かった。●イベント数が多くなり活動報告が多くのページを占めている。○新企画として、会員紹介コーナーや新入会員さんを訪問取材するなど取材記事を取り組んではといった提案があった。
黒光理事長　会員募集への協力を訴えのアピール発表
本会は2001年にNPO法人として発足し、10周年を迎えました。この間会員諸氏には一方ならぬご協力ご支援を戴き誠に有難うございます。おかげをもちまして、通常活動に加えて、木津川の草花たちの発刊、京都府知事からの表彰、綴喜小学校研究会からの教員指導、京都商工会議所から「京の七夕｣支援等、これまでにない依頼が寄せられ、積み重ねてきた社会貢献活動に内外から高い評価を得られるようになりました。これらは私たちがやましろ里山の会の活動に自信を深め、誇れる実績です。

さて、今年はNPO設立10周年に当り念願の250名会員実現を大目標に掲げ取り組みを進めて参りましたが残るところ早くも半年となりました。

私理事長といたしまして250人会員をなんとしても実現し、更なる飛躍の基礎を築き上げたいと決意しいたしております。

　会員の皆様には、ご友人お知り合いの皆さんに声をかけて戴き、少なくともお一人以上の新会員を迎えていただきますよう、ご協力を心からお願い申し上げます。　

2010年10月19日　理事長　黒光輝政
16日　つるかごつくりに京都市内などから3名　
この日は曇り空で作業の進めやすい天候でした。交通事情で少し遅れるとの連絡でしたが、無事に到着され、揃った7名でつるを獲りに入りました。何とか採取できたので、早速籠を編みました。遠方からお越しということでやる気満々、昼過ぎまでに2個仕上げられ、大変喜んでお帰りになりました。文化祭に販売するための蔓も余分に採取できました。
京田辺市民文化祭準備進む　　10月30～31日　お手伝い求む
前半の活動を振返り、里山の会について更に理解を深めていただく発表の場として参加することにして、１ドングリ拾い、２里山風景墨絵、３模擬店（柿、黒大豆味噌、つるかご）、４松かさツリーを計画しています。松かさの準備では、仕事先の岐阜県や奈良県で拾って届けていただきました。展示コーナーのメーンは「木津川の残したい植物標本と開花写真」で出展物の選別が出来ました。サブテーマでは、カスミサンショウウオ発見の展示工夫と河川レンジャー活動の紹介スライドが検討されています。そしてビオトープ用として、ドングリを沢山拾っています。しかしまだまだ不足です。書籍販売では「里山の自然」「草花たち｣を考えています。更に次の準備作業が①つるかごを、10個作り上げようと計画しています。②植物標本15点の選び出し。③松かさツリー作りでは、残数調べと追加作業④里山風景の下絵を元に迫力を増すための検討⑤河川レンジャー活動紹介スライド試写など工夫等が、進められています。
野鳥観察会10月24日　(日)　9時30分集合　八幡背割り堤公園
今年は野鳥観察を計画すると必ず雨天ということでなかなか思うように天気に恵まれませんでした。しかしどうやら今回は晴天との予報で、久しぶりに野鳥に出会えるようになりそうです。期待されてきた皆さんこぞってお越し下さい。講師やスタッフの皆さんも大変張り切ってお越しを待っています。
絵画サークル発足準備始まる　10人まで募集

みんなが生徒で先生　楽しく愉快に過ごしましょう

理事の大村さんや徳田さんが中心になって検討されてきましたが、やっと具体的に動き出しました。この絵画サークルは指導教師をおかないで、みんながあれこれ議論しながら、又研究しながら進歩しようという柱で結成する新しいサークルのあり方を求めようとする試みです。
初めて絵を描きたいと思っておられましたら。良いチャンスが出来ましたので、気軽にご参加下さい。
京田辺市の誇り　普賢寺の谷は素晴らしい環境を維持している
里山の会の15年間で、昆虫や植物を通じて豊な自然を持っている身近な場所といえば、即普賢寺の谷です。オオタカやオオムラサキ、カスミサンショウウオ、ムヨウラン、キンラン、ギンラン、スズサイコとレッドデータに記載されているものがわんさか生育しているからである。生活様式の変化から林業はもちろん里山管理に係わる人々も減少し、少し苦労しなければならない農地も放棄されて、荒廃と高齢化が進んでいる。里山の会は、打田を中心に豊かな自然の実体を数多く学んだ。今ここで猪対策が新たな課題として持ち上がってきている。
今年度は結成10周年記念の年です。

250人の会員になろうとご入会を呼びかけています。

絶大なご協力をお願いします

やましろ里山の会 　 610-0331 京田辺市田辺深田15
メール　fddbw257＠ybb.ne.jp　電話0774－64－4183（F兼用）
ホームページ　http://www.yamashiro.npo-jp.net/


















